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下伊那地区の切り花ダリア産地における

ウイルス・ウイロイド感染の現状と非感染苗の確保

北 村 嘉 邦

信州大学農学部食料生産科学科

要 約 下伊那のダリア（Dahlia variabilis）切り花生産圃場におけるウイルスおよびウイロイド感染の

現状を明らかにすることを目的として，ダリアに感染することが報告されているキュウリモザイクウイル

ス（CMV），タバコ条斑ウイルス（TSV），ダリアモザイクウイルス（DaMV），トマト黄化えそウイル

ス（TSWV）およびキク矮化ウイロイド（CSVd）の感染状況をRT-PCRおよびRT-nested-PCRによ

って調査した。その結果，収集した検体の86.7％からCSVdを検出したほか，33.3％からDaMVを，20

％からCMVを検出した。一方，TSWVおよびTSVはいずれの検体からも検出されなかった。また，

無病苗の in vitro個体の分譲を目的として，農家より提供を受けた４品種について，茎頂培養を介して

in vitro培養系へ植物体を導入し，今回検定した５種類の病原体が検出されない苗を確保した。
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諸 言

下伊那では，従来生産されていたオキシペタルム

が連作障害等で生産不振に陥ったことから，農家と

JAみなみ信州が共同して平成17年より切り花ダリ

アの産地形成に取り組んだ。その結果，現在では下

伊那は切り花ダリアの出荷額全国一位を誇る産地と

なっている。

一般的にダリアは塊根の分球や挿し芽などの栄養

繁殖によって増殖，維持される。生産者が種苗を導

入する際は，挿し芽苗を種苗会社から導入する 。

また，新品種を導入する際には生産者団体による視

察の一環として育種家を訪問し，塊根を購入する。

購入した塊根を原種苗として挿し芽を行い，切り花

生産に用いる植物体を増殖する。生産圃場において，

芽条変異などにより有望な変異体が得られた場合に

も挿し芽によって増殖し，生産者オリジナル品種と

して利用する場合がある 。種苗会社によって販売

されている挿し芽苗は無病化されている場合が多い

が，育種家から導入する塊根や，生産者個人レベル

で増殖しているオリジナル品種の種苗には，ウイル

ス等の病原体の感染リスクがある。

ダリアには，ダリアモザイクウイルス（DaMV），

トマト黄化えそウイルス（TSWV），タバコ条斑ウ

イルス（TSV），キュウリモザイクウイルス

（CMV）などのウイルスおよびキク矮化ウイロイ

ド（CSVd）が感染することがこれまでに報告され

ている 。これらの病原体について，下伊那の切

り花ダリア圃場における感染の実態を報告した資料

は見あたらない。今後，切り花生産と生産者オリジ

ナル品種の安定した維持を図る上では，生産圃場に

おける病原体の感染の実態を明らかにし，対策を講

じることが重要である。

本報告では，下伊那の切り花ダリア生産圃場にお

いて，ダリアに感染することが報告されているウイ

ルスおよびウイロイドの感染状況を調査した結果を

報告する。また，将来的に生産者団体が無病苗を維

持するシステムを構築する際に無病苗の in vitro個

体を分譲することを念頭に置き，農家より提供を受

けた４品種について，茎頂培養を介して in vitro培

養系へ植物体を導入した。そして，今回検定した５

種類の病原体が感染していない苗を確保した。

材料および方法

１．検定サンプルの収集

平成22年７月に下伊那の切り花ダリア生産圃場の

巡回に同行し，モザイク状の病班や壊死が見られる

葉を飯田市および高森町のＡからＤの４軒の農家の

圃場より採取した（図１）。Ａでは ‘コクチョウ’，

‘ネッショウ’，‘ハミルトンジュニア’，‘ミッチャン’，
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‘ムーンワルツ’および ‘ユキグニ’の検体を，Ｂで

は ‘コクチョウ’と ‘ネッショウ’の検体を，Ｃおよ

びＤでは ‘コクチョウ’の検体を採取した（表１）。

２．病原体の検定

収集した検体について，CMV，DaMV，TSV，

TSWVおよびCSVdの感染の有無を検定した。

Microtissue direct RT-PCR法 を応用し，病原体

感染の有無を検定した。収集した検体に注射針を刺

した後，注射針の先端を逆転写反応液に数秒間浸漬

し，逆転写反応を行った。反応液をテンプレートと

してRT-PCRおよびRT-nested-PCRを行い，

PCR産物の増幅の有無を確認した。テンプレート

の添加処理として，葉に挿入した注射針を浸漬した

点以外の逆転写反応，RT-PCRおよびRT-nested-

PCRは既報 に準じて行った。RT-PCRの反応条

件は94℃30秒の熱変性，55℃２秒のアニーリング，

74℃30秒の伸長反応を30サイクルとした。各病原体

のゲノム部分配列を増幅するプライマーについては，

既報 と同一のものを用いた（表２）。RT-PCRで

検出された場合に高保毒，RT-nested-PCRにて検

出された場合を低保毒とし，RT-nested-PCRにて

検出されなかった場合は非感染と判定した。

３．非感染苗の確保

切り花生産圃場より ‘コクチョウ’，‘ネッショウ’，

‘ムーンワルツ’および ‘ユキグニ’のシュート，19

から26本の分譲を受けた。この際，外見に病徴が見

られない，健全な個体からシュートを採取した。茎

頂分裂組織の表面を殺菌 した上で葉原基１対とと

もに摘出し，さらに無菌条件下で発根させたキャベ

ツの実生から得た根端の切断面に置床 し，生育を

補助した。キャベツ根端に置床した茎頂分裂組織は

修正Knop培地 上で培養し，展葉を確認した後に

修正MS培地 に継代した。培養個体は一貫して

23℃，12時間日長，昼白色蛍光灯によって照度1600

lxに設定したインキュベーター内で管理した。再

生個体が２から３対の葉を展開した時点で，上述の

方法と同様に病原体感染の有無を検定した。

結果および考察

１．病原体の検定結果

供試した検体のうち，‘コクチョウ’および ‘ユキ

グニ’の各１検体を除き，今回検定対象としたウイ

ルスあるいはウイロイドの感染が認められた（表
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図１．収集した検体の一部

Ａ：背軸面に褐変（矢印）が見られる ‘コクチョウ’の葉。

Ｂ：‘コクチョウ’の健全葉の背軸面。

Ｃ：向軸面にモザイク状の病班（矢印）が見られる ‘ネッショウ’の葉。

Ｄ：‘ネッショウ’の健全葉の向軸面。

28

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ



１）。特にCSVdは調査した検体の86.7％から検出

され，うち１検体が高保毒であり，感染が拡大して

いることが示唆された。DaMVは調査した検体の

33.3％から検出され，うち２検体が高保毒であった。

CMVは調査した検体の20％から検出され，いずれ

も低保毒であった。TSVおよびTSWVはいずれ

の検体からも検出されなかった。

本調査を行った平成22年時点では，一部の種苗会

社から販売されている切り花ダリア生産用の挿し芽

苗を購入する際には，病原体の感染リスクについて

免責を求める書類にサインする必要があった。また，

生産者が育種家から病原体フリー化処理を受けてい

ない原種苗を直接入手し，切り花生産に供すること

もある 。病原体フリー化されていない苗を導入す

ることで，生産圃場に病原体が継続して持ち込まれ

ている可能性がある。

今回検定した５種類の病原体のうち，CSVdと

TSVは難除去性の病原体であるとされている 。

今回の検定ではこれらのうちCSVdが高確率で検

出されており，CSVdフリー個体の確保が重要な課

題であることが示唆された。また，TSVの感染が

拡大する前に，非感染個体を確保することにも留意

すべきであろう。

６検体でCSVdとCMVまたはDaMV，１検体

でCSVd，CMVおよびDaMVが重複感染してい

た。今回の調査で収集したような，目視にて何らか

の病徴が確認することができる植物体には，複数種

の病原体が感染していることが疑われる。ダリアで

はCSVdとDaMVが重複感染した場合，挿し芽の

発根率が低下することが報告されている 。種苗会

社が取り扱わない，育成されたばかりの品種や生産

者オリジナル品種の増殖，維持には，これらの病原
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表１ 各農家の圃場から採取した検体およびその病原体検定の結果

検体№ 農家 品種
病原体

CMV  DaMV  TSV  TSWV  CSVd

１ Ａ コクチョウ ＋ ＋ － － ＋

２ ネッショウ － ＋＋ － － ＋

３ ハミルトンジュニア － － － － ＋

４ ミッチャン － － － － ＋

５ ムーンワルツ － ＋ － － ＋

６ ユキグニ － － － － －

７ Ｂ コクチョウ － － － － ＋

８ ＋ － － － ＋

９ － － － － ＋

10 ＋ － － － ＋

11 － － － － ＋

12 ネッショウ － ＋＋ － － ＋

13 － ＋ － － ＋＋

14 Ｃ コクチョウ － － － － ＋

15 Ｄ コクチョウ － － － － －

ｚ：＋＋，RT-PCRで検出，＋，RT-nested-PCRで検出，－，RT-nested-PCRで検出されず。

表２ 各病原体の検定に用いたプライマー

病原体 Sence(5’-3’) Antisence(5’-3’) 用いたステップ

CMV  AAACCTGGATACACGTTCAC  GTTAGCTTGGACTCCAGATG  RT-PCR
 

TATTACCCTAAAGCCACCAA  CCGAAAGATCGTACAACAAT  RT-nested-PCR
 

DaMV  AAAAAGAGGCTACCATACCC  ACTTCCTGCTAGGACACTCA  RT-PCR
 

ACAAAGGTGCTGTAACCAGT  CATAGTGGCCTTCTTCAGAG  RT-nested-PCR
 

TSV  CCCATAATACCGTGAACACT  CCTGTTACTCCATCAACCAT  RT-PCR
 

GTTTACCAGTACCGATTCCA  AGACGGAAAAACTTCGTCTC  RT-nested-PCR
 

TSWV  TCTGCCCCACTATACCAAACC  CCTTCCTCTTCCTCTTCAACTG  RT-PCR
 

GTCAGGGGACAATAACTG  CTGCTTCTCACTGTTTCC  RT-nested-PCR
 

CSVd  CAACTGAAGCTTCAACGCCTT  AGGATTACTCCTGTCTCGCA  RT-PCR
 

CCAATCTTCTTTAGCACCG  AGTGGGGTCCTAAGCCCCAA  RT-nested-PCR
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体に感染していない個体を原種苗として確保するこ

とが重要であろう。今回の結果は，生産圃場レベル

では比 的高い頻度でCSVdとDaMVを保毒する

個体が存在することを示唆する。新品種導入の際に

は，生産圃場と異なる場所で原種苗を管理，増殖し，

切り花生産に用いる挿し芽苗のみを生産圃場に持ち

込むなどの工夫が必要であろう。

２．非感染苗の確保

各品種とも，23.1％から45.0％の個体が再生し，

うち病原体検定結果が陰性であるものが25.0％から

100％であった（表３；図２Ａ）。なお，本調査では

茎頂培養に供したシュートの病原体感染の有無は調

査していない。目視で健全なシュートを供したため，

茎頂培養前の段階で非感染であったものも複数含ま

れている可能性がある。

本調査で茎頂培養に供したシュートの数は必ずし

も多くはないが，比 的高い率で非感染個体が得ら

れている。圃場に導入した後であっても，早い段階

で茎頂培養個体を得ることで，病原体非感染個体を

原種苗として確保できる可能性が高い。前述のとお

り，ダリアの増殖は主に栄養繁殖に依るため，数個

体の非感染個体を得ることができれば，営利生産レ

ベルに苗を増殖することは容易である。本調査で得

た非感染苗の一部も，増殖した上で農家に分譲して

いる（図２Ｂ）。

お わ り に

本調査では，下伊那の切り花ダリア生産圃場の広

範囲にCSVdの感染が拡大し，一部でCMVおよ

びDaMVの感染が見られることが明らかになった。

病原体の感染は，植物本来の生理生態反応や形質を

損なう場合がある。今回感染が確認されたCSVd

の場合，感染によってキクの日長反応性が変化する

例が報告されている 。また，本調査では検出され

なかったが，TSVはダリアの花色発現に影響を及

ぼす。具体的には，ダリアに数多く見られる複色花

品種にTSVが感染した場合，単色花を咲かせるよ

うになるほか，‘コクチョウ’のような濃色品種では

花弁の退色を引き起こす 。ダリアという品目が持

つ本来の生理生態，品種本来の形質を安定して引き

出すために，植物体への病原体感染の有無には注意

図２．得られた非感染個体と生産現場での利用

Ａ：‘ユキグニ’の非感染個体。

Ｂ：‘ネッショウ’非感染個体を定植した農家の圃場。

表３ 茎頂培養の結果得られた再生個体数および非感染個体数

品種 シュート数 再生個体数（％） 非感染個体数（％）

コクチョウ 21 7（33.3） 7（100）

ネッショウ 21 9（45.0） 3（33.3）

ムーンワルツ 19 4（26.3） 1（25.0）

ユキグニ 26 6（23.1） 3（50.0）

ｚ：（再生個体数）／（シュート数）＊100で算出。

ｙ：（非感染であった個体数）／（再生個体数）＊100で算出。
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を払う必要がある。

下伊那の切り花ダリアの生産では，２から３年に

一回改植し，植物体を更新する。つまり，病原体の

蔓延を防止するためには，改植時に用いる苗の無病

化が有効である。数年前までは，一部の種苗会社か

ら販売されている切り花ダリア生産用の挿し芽苗を

購入する際には，病原体の感染リスクについて免責

を求める書類にサインする必要があった。更新に用

いる植物体に病原体の感染リスクが存在し，憂慮す

べき状態であったが，現状では病原体フリーである

ことが保証されている苗が流通している。問題は種

苗会社が商品化していない新品種と生産者オリジナ

ル品種である。

ダリアの場合，種苗会社による育種以外に，個人

育種家による育種が活発に行われており，種苗会社

が商品化していない品種を生産者が独自に導入し，

挿し芽増殖後に切り花生産に供する場合も多い。奈

良県では生産者団体が無病苗を維持し，原種苗とし

て用いるシステムを構築する取り組みがなされてい

る 。長野県においても同様のシステムを立ち上げ

ることで，種苗会社が商品化していない品種の無病

化と早期導入，生産者オリジナル品種の無病苗の維

持に寄与すると考えられる。

今後は，全国一位の切り花ダリア生産地の維持に

向けて，切り花ダリアの生産者団体による，無病化

および in vitro無病苗の維持システムの立ち上げや，

大学と提携した技術講習の実施などの取り組みが必

要であると考える。
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Summary
 

The present state of the infection spread of viruses and viroid in dahlia (Dahlia variabilis)plants for
 

cut flower production in Shimoina area was investigated. Infection of cucumber mosaic virus (CMV),

dahlia mosaic virus(DaMV),tobacco streak virus(TSV),tomato spotted wilt virus(TSWV)and chrysan-

themum stunt viroid(CSVd)was detected by RT-PCR and RT-nested-PCR.CSVd,DaMV and CMV were
 

detected in 86.7%, 33.3% and 20% of the collected samples, respectively. TSV and TSWV were not
 

detected in any of the samples.Intending to provide pathogen-uninfected plants to farmers,a shoot tip
 

culture was conducted with 4 cultivars provided from them.Regenerated plants of all 4 cultivars that were
 

free of any pathogens investigated in this study were acquired successfully.

Key words:cut dahlia flower,pathogen-uninfected plants,viroid,virus
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